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☆「星空情報」を毎月お届けします。
こ と し

私たち「黒石すぼるの会」では、今年も「星空情報」を毎月発行し、黒石市内の小
とど がた ねが

中学校に
は

お届けいたします。先生方にお願いして、小学校4年生から中学校3年生までの全教室に貼

ってもらうことにしました。月や星、星座や流星群など天文についてのいろいろなことを載せ

ていきますので、みんなが読んで、夜空の星を見るときの参考にしてくれればうれしいです。

東の星空
黒石すはるの会 会長 工 藤

「北斗七星」のスプーンの柄にそってカーブ

を延ばしていくと、のし袋の「のし」に似た

うしかい座の1等星アルクトウルスにつきあ

たります。

その線をさらに延ばしていくとおとめ座の

ソピカというたいへん開渠↓黒黒星があり、こ
の今延ばした長い線を奉の大曲線と言います。

又、春の代表的な星座と言えるそのおとめ

座がようやくたいへん見ますいところに
きて、 9月ころまでずっと観察できます。

[∃ 繋薬
まだ、ふたご座やオリオン座など冬の星座が

残っていますが、春霞のせいもあって、鋭い

輝きはありません。

しかし、ふたご座のカストル(2等)とポル

ックス(1等)の兄弟星ふたっが横にきれいに並

ぶ姿や、l等星のカペラなどで形作る5角

形のぎょしや座が目立ちます。

そのふたご座に、今、l.0等から1.3等の火星

がいて、図に書いたように、今月中はふたご座

の中をどんどん動いていきます。

また、月初めにおひっ座にいた約-4等の

たいへん明るい金星が7百にはおうし座に入

り、 23日には三日月と並んで見えます。


